
 

ＭＬＯＧ１００ 

 

１．配線の注意事項 

   ・入力ラインに対しては、通常ＧＮＤ・ガードラインのパターンにより、誘導を防ぐようにしてくだ

さい。 

   ・入力端子部のパターンには、高電位のパターンを近づけないようにしてください。 

   ・電流入力の場合、端子１５はＧＮＤに接続した方が良いでしょう。 

   ・電源ラインは０．１μＦのセラミックコンデンサと数μＦのタンタル等のコンデンサをパラにし

たパスコンを入れてください。 

   ・Ｒｒｅｆに高抵抗を用いる場合、端子１～７間に０．１μＦのパスコンを入れた方が良いでしょ

う。 

 

２．調整方法 

 （１）電圧入力 

   ① 入力範囲が、ＥｉｎＭＩＮ～ＥｉｎＭＡＸで、その時の出力を±１０Ｖとすれば、次のようになり

ます。 

   ② ＥｉｎＭＡＸ時に出力－１０Ｖ，ＥｉｎＭＩＮの時、出力が１０ＶになるようにスケールファクタＫを

設定します。 

   ③ 出力が０になるＥｉｎの値を入力し、出力が０になるようにＲｒｅｆを調整します。 

   ④ Ｅｉｎ ＭＡＸを入力し、出力が－１０ＶになるようにＲｆｂを調整します。 

   ⑤ Ｅｉｎ ＭＩＮを入力し、出力が＋１０Ｖになるようにオフセット調整を行います。 

   ⑥ 以上③，④，⑤をくり返します。 

 

 （２）電流入力 

   基本的には電圧入力と同等ですが、電流入力のインピーダンスが大の時は⑤のオフセット調

整がきかなくなります。その場合、電圧入力端子１５をＧＮＤに接続します。 

   （電流入力の場合、基本的にはオフセット調整がききませんが、Ｖｉｎ端子をＧＮＤに落とす事

により、電流成分を加算でき、多少のオフセット電流ＡＤＪができます。） 

 

 


